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doi: 10.1038/s41440-023-01448-y. Epub 2023 Oct 2.

英⽂原著 4 Kaneko T, Kagiyama N, Nakamura Y, Dotare T, Sunayama T, Ishiwata S, Maeda D, Iso T, Kato T, Suda S, Hiki M, Matsue Y, Kasai T, Minamino T. Usefulness of
HANBAH Score in Japanese Patients With Acute Heart Failure. Am J Cardiol. 2023 Sep 15;203:45-52. doi: 10.1016/j.amjcard.2023.06.114. Epub 2023 Jul 21.

英⽂原著 5

Maekawa E, Noda T, Maeda D, Yamashita M, Uchida S, Hamazaki N, Nozaki K, Saito H, Saito K, Ogasahara Y, Konishi M, Kitai T, Iwata K, Jujo K, Wada H, Kasai
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開設の⽬的・概要　等

　⼼⾎管疾患のリスク因⼦である⽣活習慣病に対する介⼊によって、⼼⾎管疾患の発症・進展予防が可能であることが知られている。既存の⽣活習慣病を制御しても⼼⾎管疾患の発症・進展が起こるこ
とも多く、残存リスクの同定と制御が課題である。睡眠の質・量の変化はそのような残存リスクの⼀つと考えられ、⾃律神経系の乱れに関連して⼼⾎管機能が障害されると考えられているが研究成果は限ら
れ⽇本のデータは⾮常に少ない。また専⾨医師やスタッフの数がまだまだ少なく、臨床とリンクした治験・臨床研究などを⾏うことが難しい。⼀⽅で、睡眠の評価のための機器開発や治療薬・治療装置の開発
は活発で、産学連携して治験・臨床研究が遂⾏可能な施設が求められている。このような背景の下、研究推進を⽬的とした睡眠・呼吸障害センターの確⽴おと拡充、②睡眠評価機器や治療薬・治療装
置などに関する治験・臨床研究の推進、③専⾨医師・スタッフの教育と教育システムの開発が講座開設の⽬的である。
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国内学会発表 5 曺叡智, 加藤隆⽣. NSTEMIを発症した古典型Fabry病治療中の30歳若年男性, 第71回⽇本⼼臓病学会, 2023年9⽉10⽇, 京王プラザホテル, 東京
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ションコンファレンス, 東京

国内学会発表 12 稲葉慎太郎, 加藤隆⽣. 治療抵抗性⾼⾎圧症を合併した慢性⼼不全患者に対して睡眠時無呼吸の治療を⾏い、左室収縮能が改善した⼀例. 第57回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集
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特別講演・
招待講演 1 葛⻄隆敏、糖尿病を有する⼼不全患者の管理、循環器Update Seminar、Web（東京）、2023/12/5

特別講演・
招待講演 2 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の使い分けを含めた今後の展望〜、循環器疾患合併症セミナー、Web（東京）、2023/11/28

特別講演・
招待講演 3 葛⻄隆敏、⾼尿酸⾎症と睡眠時無呼吸、SURIネットフォーラム、Web（東京）、2023/11/24

特別講演・
招待講演 4 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、第23回城東呼吸器の会、Web（東京）、2023/11/21



特別講演・
招待講演 5 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、地域で診る肺の⽣活習慣病セミナー、Web（東京）、2023/11/20

特別講演・
招待講演 6 葛⻄隆敏、2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドラインを紐解く〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第24回熊本睡眠呼

吸障害研究会、熊本、2023/11/10

特別講演・
招待講演 7 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Change COPD online Symposium、Web（東京）、2023/11/7

特別講演・
招待講演 8 葛⻄隆敏、⽣活習慣病における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の９年と今後の展望〜、第41回⽇本神経治療学会学術集会 ランチョンセミナー7、東京、2023/11/3

特別講演・
招待講演 9 葛⻄隆敏、慢性⼼不全の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、⼼拍管理を再考する〜The Fantastic Four＋α、Web（東京）、2023/10/30

特別講演・
招待講演 10 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、第132回尼崎⼼疾患を語る会、Web（東京）、2023/10/28
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招待講演 11 葛⻄隆敏、「2023年改訂版循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」のポイント〜循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、SAS WEBセミナー、Web

（東京）、2023/10/20

特別講演・
招待講演 12 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、循環器疾患と不眠症診療を考える会、Web（東京）、2023/10/16

特別講演・
招待講演 13 葛⻄隆敏、慢性⼼不全患者の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、Heart Rateフォーラム in 九州沖縄〜⼼拍数と⼼不全治療〜、Web（東京）、2023/10/13

特別講演・
招待講演 14 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、宇都宮市医師会学術講演会、宇都宮、2023/9/21

特別講演・
招待講演 15 葛⻄隆敏、⼼電図データから読み解く睡眠 夜間の⼼電図から睡眠を評価できるか︖、⽇本睡眠学会第45回定期学術集会 ランチョンセミナー8、横浜、2023/9/15

特別講演・
招待講演 16 葛⻄隆敏、SASと逆流性⾷道炎治療、Expert Pulmonologist Seminar、Web（東京）、2023/9/12

特別講演・
招待講演 17 葛⻄隆敏、Patient Journey－⼼不全再⽣治療の連携－新しい治療を患者さんに届けるために、第71回⽇本⼼臓病学会学術集会 コーヒーブレイクセミナー4、東京、2023/9/9

特別講演・
招待講演 18 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、不眠症診療Webセミナー in 多摩、Web（東京）、2023/9/7

特別講演・
招待講演 19 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群と⼼⾎管疾患のリスクについて、閉塞性睡眠時無呼吸症候群の治療選択肢 ⾆下神経電気刺激療法について〜CPAPが使⽤できない患者さんへの代替治療〜、東

京、2023/9/7

特別講演・
招待講演 20 葛⻄隆敏、併存症・合併症からみた睡眠時無呼吸、睡眠時無呼吸症候群セミナー in SAITAMA、Web（東京）、2023/9/6

特別講演・
招待講演 21 葛⻄隆敏、糖尿病を有する⼼不全患者の管理、第5回Metabolic Cardiac Liaison Conference、東京、2023/9/1

特別講演・
招待講演 22 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Change COPD online Symposium、Web（東京）、2023/8/21



特別講演・
招待講演 23 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、⼭⼝市医師会学術講演会、Web（東京）、2023/8/9

特別講演・
招待講演 24 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン〜動脈硬化・冠動脈疾患における改訂のポイント〜、第31回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会学術集会 ランチョ

ンセミナー8、福岡、2023/8/4

特別講演・
招待講演 25 葛⻄隆敏、SAS治療メカニズム、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/11/5

特別講演・
招待講演 26 葛⻄隆敏、⼝腔内装置(Oral Appliance: OA)、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/9/24

特別講演・
招待講演 27 葛⻄隆敏、SAS患者の病態、診断、治療について、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/7/30

特別講演・
招待講演 28 葛⻄隆敏、慢性⼼不全患者の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、⼼不全Heart Rateセミナー〜どうする⼼拍数〜、Web（東京）、2023/7/25

特別講演・
招待講演 29 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、Insomnia Treatment Seminar for Acute & Chronic phase、Web（東京）、

2023/7/24

特別講演・
招待講演 30 葛⻄隆敏、「2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」を紐解く〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第16回東京循環

器睡眠呼吸障害研究会－循環器疾患における睡眠呼吸障害－、Web（東京）、2023/7/22

特別講演・
招待講演 31 葛⻄隆敏、睡眠呼吸障害と循環器疾患〜最近の話題〜、第19回岡⼭臨床睡眠研究会、Web（東京）、2023/7/20

特別講演・
招待講演 32 葛⻄隆敏、2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」の徹底解説〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第18回神奈川

睡眠呼吸障害研究会、横浜、2023/7/19

特別講演・
招待講演 33 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/7/13

特別講演・
招待講演 34 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜、東⼤和市医師会学術講演会、Web（東京）、2023/7/7

特別講演・
招待講演 35 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸と⾼尿酸⾎症、⾼尿酸⾎症Webセミナー〜循環器内科と腎臓内科の対話から学ぶ〜、Web（東京）、2023/7/5

特別講演・
招待講演 36 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Respiratory symposium、Web（東京）、2023/7/4

特別講演・
招待講演 37 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、Web（東京）、地域で考える不眠症診療セミナー、2023/7/3

特別講演・
招待講演 38 葛⻄隆敏、睡眠呼吸障害と循環器疾患〜最近の話題〜、富⼭県循環器睡眠呼吸障害(SDB)セミナー、Web（東京）、2023/6/30

特別講演・
招待講演 39 葛⻄隆敏、⼼不全患者の⼼拍数診ていますか︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、〜知っておきたい〜慢性⼼不全患者の⼼拍数モニタリング、Web（東京）、2023/6/27

特別講演・
招待講演 40 葛⻄隆敏、⼼不全と睡眠時無呼吸〜ベルイシグアトの可能性も含めて〜、イグザレルト＆ベリキューボWEBカンファレンス、Web（東京）、2023/6/22



特別講演・
招待講演 41 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/6/16

特別講演・
招待講演 42 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/6/13

特別講演・
招待講演 43 葛⻄隆敏、解説︕「循環器領域における睡眠時無呼吸の診断・治療に関するガイドライン」〜⼼房細動とMR関連⾼⾎圧の治療⽅策を中⼼に〜、⾝に付けたい︕睡眠医療の新常識－The dawn of

a New Era－、Web（東京）、2023/6/12

特別講演・
招待講演 44 葛⻄隆敏、新たな”循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン”を読み解く、第7回循環器SAS研究会学術Web講演会プログラム、Web（東京）、2023/6/10

特別講演・
招待講演 45 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、⼋王⼦市医師会学術講演会、ハイブリッド開催（東京）、2023/6/7

特別講演・
招待講演 46 葛⻄隆敏、How to use ARNI〜2023年版 循環器領域における睡眠時無呼吸障害の判断・治療に関するガイドラインを踏まえて〜、⾼⾎圧×SAS×ARNI ⼼不全×SAS×ARNI、Web（東

京）、2023/6/5

特別講演・
招待講演 47 葛⻄隆敏、⾼⾎圧の最新治療戦略〜How to use ARNI〜、ARNI Hypertension Seminar、Web（越⾕）、2023/6/2

特別講演・
招待講演 48 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜⾼⾎圧治療におけるMRブロッカーの可能性〜、アルドステロン関連⾼⾎圧症を考える会、Web（東京）、2023/5/12

特別講演・
招待講演 49 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、不眠症治療WEBセミナー in 那須烏⼭、Web（名古屋）、2023/4/25

特別講演・
招待講演 50 葛⻄隆敏、循環器内科医にとってツイミーグは必要か︖〜臨床経験から検討する〜、ツイミーグ講演会 DUAL Seminar -From the field of Cardiology-、Web（東京）、2023/4/20

特別講演・
招待講演 51 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、第8回⽇本⾎管⼼不全学会・学術講演会 ランチョンセミナー2、東京、2023/4/16

特別講演・
招待講演 52 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜⾼⾎圧治療におけるMRブロッカーの可能性〜、循環器トータルケアセミナー in 清瀬、Web（東京）、2023/3/24

特別講演・
招待講演 53 葛⻄隆敏、⼼不全における睡眠時無呼吸と貧⾎〜治療ターゲットとなりうるか︖〜、第184回仙台⼼臓⾎管研究会、Web（東京）、2023/3/22

特別講演・
招待講演 54 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症診断WEBセミナー、Web（東京）、2023/3/16

特別講演・
招待講演 55 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群から考える循環器疾患〜⼼房細動と⼼不全〜、ベリキューボ イグザレルトWEBカンファレンス What's the hot topic in CVD?、Web（東京）、2023/3/16

特別講演・
招待講演 56 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/3/15

特別講演・
招待講演 57 葛⻄隆敏、⽇常診療における症状と診断ポイント〜慢性⼼不全、「息切れ」を考える、東京、2023/3/14

特別講演・
招待講演 58 葛⻄隆敏、SASと⾼⾎圧の治療戦略、⾜⽴区医師会呼吸器研究会、Web（東京）、2023/3/13



特別講演・
招待講演 59 葛⻄隆敏、SASと⾼⾎圧の治療戦略、⾜⽴区医師会呼吸器研究会、Web（東京）、2023/3/7

特別講演・
招待講演 60 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、内科医のための不眠症診療Webセミナー、Web（東京）、2023/3/2

特別講演・
招待講演 61 葛⻄隆敏、⼼房細動患者さんのリスク管理〜睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜、循環器疾患治療を考える会、Web（東京）、2023/2/28

特別講演・
招待講演 62 葛⻄隆敏、どう捉える、その⼼房細動!〜睡眠時無呼吸症候群エキスパートの視点〜、⽇本不整脈⼼電学会 ランチョンセミナー4、仙台、2023/2/24

特別講演・
招待講演 63 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害、循環器疾患と不眠を考える会、Web（東京）、2023/2/20

特別講演・
招待講演 64 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症治療WEBセミナー、Web（東京）、2023/2/16

特別講演・
招待講演 65 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、睡眠薬適正使⽤セミナーin桐⽣、Web（東京）、2023/1/15

特別講演・
招待講演 66 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜、抗⾎栓トータルケアシアター、Web（東京）、2023/2/14

特別講演・
招待講演 67 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のケアにおける睡眠時無呼吸の重要性、イグザレルトWEBカンファレンス What's the hot topic in CVD? -アブレーションの最新事情/循環器医師が⾒た睡眠時無呼吸-、

2023/2/9

特別講演・
招待講演 68 葛⻄隆敏、肥満症治療における睡眠時無呼吸について、肥満と⽣活習慣病を考える会〜ハイブリッド開催〜、東京、2023/1/19

特別講演・
招待講演 69 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症診療WEBセミナー、Web（東京）、2023/1/12

区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同
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